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本計画書は、港湾法第三条の三の規定に基づき、 
 

・平成１２年 １月 名古屋港審議会 
 
・平成１２年 ３月 港湾審議会第１７１回計画部会 

 
の議を経、その後の変更については 

 
・平成１２年１２月 名古屋港審議会 

 
・平成１４年１２月 名古屋港審議会 

 
・平成１６年  １月 名古屋港審議会 

 
・平成１６年 ４月 名古屋港審議会 

 
・平成１６年 ７月 第１１回交通政策審議会港湾分科会 

 
・平成１６年１２月 名古屋港審議会 

 
・平成１７年 ５月 名古屋港審議会 

  
・平成１７年 ６月 第１５回交通政策審議会港湾分科会 

 
・平成１８年 ５月 名古屋港審議会 

 
・平成１８年１０月 名古屋港審議会 

 
・平成１９年 ４月 名古屋港審議会 

 
・平成１９年 ７月 第２６回交通政策審議会港湾分科会 

 
・平成１９年１２月 名古屋港審議会 

 
・平成２０年 ９月 名古屋港審議会 

 
・平成２０年１２月 名古屋港審議会 

 
・平成２１年 ３月 第３４回交通政策審議会港湾分科会 

 
・平成２１年１２月 名古屋港審議会 

 
・平成２２年 ３月 第３７回交通政策審議会港湾分科会 

 
・平成２２年１１月 名古屋港審議会 

 
・平成２３年１０月 名古屋港審議会 

 



 
 

 
・平成２３年１２月 第４７回交通政策審議会港湾分科会 
 
・平成２３年１２月 名古屋港審議会 
 
・平成２４年 ３月 第４８回交通政策審議会港湾分科会 
 
・平成２４年１２月 名古屋港審議会 
 
・平成２６年１０月 名古屋港審議会 
 
・平成２６年１１月 第５８回交通政策審議会港湾分科会 
 
・平成２７年 １月 名古屋港審議会 

 
の議を経た名古屋港の港湾計画の改訂をするものである。 
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Ⅰ 港湾計画の方針 

名古屋港は、日本列島太平洋岸のほぼ中央、伊勢湾最奥部に位置し、明治４０

年（1907 年）の開港以来、我が国を代表する国際貿易港として発展してきた。 

昭和２６年に特定重要港湾に指定され、平成２３年の港湾法改正に伴い、国

際海上貨物輸送網の拠点となる国際拠点港湾に指定されている。 

本港の背後圏となる中部地域には、自動車、航空宇宙、産業機械をはじめと

する日本経済を牽引するものづくり産業が集積し、本港はそれらを物流面で支

えている。例えば、本港で取り扱われる貨物は、輸出では完成自動車や自動車

部品、輸入ではＬＮＧ（液化天然ガス）や鉄鉱石など、背後に立地する産業と

の密接な繋がりを反映したものとなっている。また、衣類や日用品の輸入など

人々の暮らしを支える重要な役割を果たしている。 

本港の平成２６年の港勢は、外貿貨物１億３，８１８万トン（うち外貿コン

テナ４，８６０万トン（２５７万 TEU））、内貿貨物６，９４４万トン、総取扱

貨物量は２億７６２万トンに達し、また貿易額は１７兆９１３億円、貿易黒字

額は５兆６，５８３億円である。 

近年、経済のグローバル化の進展とアジア地域の急成長を背景に企業の国際

分業が進展するなど、我が国の産業・貿易構造は大きく変化してきている。そ

の結果、我が国の産業の国際競争力強化と国民生活の質の向上を支える国際海

上輸送網の重要性は益々高まっており、我が国の港湾はこれらの環境の変化に

迅速かつ的確に対応していくことが求められている。 

このような情勢のもと、本港においては、背後圏経済を支えるコンテナ輸送

について、欧米とを結ぶ基幹航路、アジア地域とを結ぶ東南アジア航路や近海

航路など世界各地と直結した効率的な海運ネットワークの構築に向け、コンテ

ナ取扱機能の強化を図るとともに、四日市港と一体となってコンテナ輸送の効

率化や港湾運営の民営化に取り組むなど、港湾のコスト・サービス水準の更な

る向上が求められている。 

完成自動車については、背後地域における関連産業の集積を背景に、国内最
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大の輸出拠点として機能するとともに、国内及び海外からの完成自動車のトラ

ンッシップ拠点としても重要な役割を担っており、引き続き完成自動車輸送の

ハブ機能の強化が求められている。 

また、背後地域の産業や人々の生活を支える重要な貨物である産業機械、エ

ネルギー、鉄鉱石等についても、大型船舶による輸送の効率化やコスト低減が

求められている。さらに、世界的な需要が増加し、船舶の大型化が進展してい

る穀物輸送については、国際バルク戦略港湾として、安定的かつ安価な輸入に

向けた、パナマックス級以上の船舶に対応した機能強化が求められている。 

あわせて、これらの港湾機能を効果的に発現させるために、本港と背後地域

を結ぶ新東名・新名神高速道路、東海環状自動車道、名古屋環状２号線、西知

多道路等の広域幹線道路と連携した円滑な道路ネットワークの構築が求められ

ている。 

防災面においては、近い将来に高い確率で発生することが予想されている南

海トラフ地震や、伊勢湾台風規模の高潮等の災害から、人命・財産を守るため

の取組を行うとともに、我が国の貿易黒字を生み出す中部のものづくり産業が

被災した場合に速やかに復旧・復興ができる災害に強い港づくりが求められて

いる。 

交流面においては、金城ふ頭について、商業開発等とクルーズ船やフェリー

などが連携した交流拠点の開発が求められている。また、名古屋港水族館など

の賑わい施設が立地するガーデンふ頭、都心部とガーデンふ頭を結ぶ中川運河

等について、港湾の特性を活かした身近で親しまれる交流空間の形成が求めら

れている。 

環境面においては、環境と共生する港湾の実現を目指し、環境負荷の軽減や、

生物多様性に配慮した自然環境の保全等の取り組みが求められている。 

以上のような情勢に対応し、本港が引き続き我が国経済の発展を牽引する中

部のものづくり産業の国際競争力を強化するとともに、人々の暮らしを支える

重要な役割を担っていくため、平成３０年代後半を目標年次として、次のよう

に港湾計画の方針を定め、港湾計画を改訂するものである。 
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（１）コンテナ・完成自動車・バルク取扱機能の強化と安全で円滑な航路・道

路体系の構築 

我が国の基幹産業である自動車関連産業に加えて、次世代産業である航

空機産業など中部地域に集積するものづくり産業の国際競争力強化と、背

後に暮らす人々の生活の質の向上を支えるため、物流機能の更なる強化を

図る。そして、輸出入貨物の更なる増加や貿易額の拡大を図ることにより、

我が国経済・産業の活性化と富の創出に貢献する。 

 

①  コンテナ取扱機能の強化 

北米・欧州と結ぶ基幹航路、東南アジア航路、近海航路など多方面・

多頻度サービスの充実を目指し、コンテナ船の大型化やコンテナ貨物の

増加に的確に対応するためコンテナ取扱機能の強化、港湾運営会社制度

を活用した効率的な運営を図る。 

また、コンテナ貨物の増加に対応するとともに、臨海部における産業

立地等を促進するため、物流用地の拡充を図る。 

 

②  完成自動車取扱機能の強化 

自動車専用船の大型化への対応や保管用地の拡充、機能集約等により、

完成自動車輸送のハブ機能の更なる充実・強化を図る。 

 

③  バルク貨物取扱機能の強化 

産業機械、エネルギー、鉄鉱石等について、船舶の大型化に対応し、

効率的な輸送体系の構築を図る。また、穀物の安定的かつ安価な輸入に

向けて、大型船舶に対応した機能強化を図るとともに、企業間連携によ

る大型船舶を活用した共同輸送を促進する。 
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④  安全で円滑な航路・道路体系の構築  

本港における様々な物流の効率化に貢献していくため、水域においては、

船舶が安全かつ円滑に入出港できる航行環境の整備を進める。また、陸域

においては、本港と背後地を結ぶ広域幹線道路などと連携した臨港道路の

拡充により円滑な道路ネットワークの構築を図る。 

 

（２）安全・安心な港湾の構築 

地震・津波・高潮などの大規模災害に対して、背後住民の生命・財産や

背後地域の産業活動を守るため、ハード・ソフト一体となった防災・減災

対策を進める。そのため、平時から防災訓練の実施や関係機関との連携強

化、港湾ＢＣＰの実効性の向上に取り組む。また、被災時において、緊急

物資等の円滑な輸送を確保し、地域経済等への影響を最小限にとどめ、早

期に復旧・復興できるよう、耐震強化岸壁の適正配置など災害に強い港づ

くりを図る。 

 

（３）魅力ある交流空間と良好な港湾環境の形成 

地域の活性化や交流を促進するため、旅客船埠頭やフェリー埠頭等を適

正に配置することにより、クルーズ船の大型化や寄港増加等に対応できる、

より魅力ある交流空間の形成を図る。 

身近で親しまれる港湾環境の創出とともに、生物多様性に配慮し、港湾

活動に伴う環境負荷軽減を図るため、緑地の拡充や、港内に残された干潟

の保全などにより、良好な港湾環境の形成を図る。 

また、小型船舶を適正に収容できる施設の拡充等により、秩序ある港湾

空間の形成を図る。 
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（４）港湾空間のゾーニング 

多様な機能を適正に配置し、効率性、快適性など質の高い港湾空間を形

成するため、以下のように利用する。 

 

① 西部地区の東側・西側は、コンテナを取り扱う物流関連ゾーン（コンテ

ナ）とする。 

② 西部地区の中央部及び内港地区の東側・西側は、一般貨物など、金城地

区の西側及び南部地区の北側は、完成自動車等、南部地区の中央部は、

穀物等を取り扱う物流関連ゾーン（一般貨物）とする。 

③ 内港地区の東側から南部地区の中央部、金城地区の北側及び西部地区の

北側は、生産ゾーンとする。 

④ 内港地区の南側、南部地区の中央部から南側及び西部地区の東側は、エ

ネルギー関連ゾーンとする。 

⑤ 内港地区の北側、金城地区の東側及び南部地区の南側は、交流拠点ゾー

ンとする。 

⑥ 西部地区の外縁部及び庄内川河口部は、環境保全ゾーンとする。 

⑦ ポートアイランド地区は、留保ゾーンとする。 

 

 

 

 

  



 
 

- 6 - 

 

Ⅱ 港湾の能力 

目標年次（平成３０年代後半）における取扱貨物量、船舶乗降旅客数を次

のように定める。 

 

取
扱

貨

物

量 

外貿 

（うちコンテナ） 

１７,１３０万トン 

（６,７２０万トン［３７２万 TEU］） 

内貿 

（うちフェリー） 

 ７,５４０万トン 

（４９０万トン） 

合計  ２４,６６０万トン 

船舶乗降旅客数 ３５万人 

※端数整理のため、内訳の和は必ずしも合計とはならない。 
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Ⅲ 港湾施設の規模及び配置 

１ 公共埠頭計画 

１－１ 内港地区 

（１）外貿埠頭計画 

フェリー埠頭計画の見直しに伴い、既設どおり一般在来貨物等の外貿貨物

を取り扱う。 

（稲永ふ頭） 

水深１０ｍ 岸壁３バース 延長５４０ｍ [既設] Ｗ２２～Ｗ２４ 

 

既定計画 

 水深８．５ｍ 岸壁２バース 延長５２０ｍ  

Ｗ２３、Ｗ２４（フェリー用） 
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１－２ 金城地区 

（１）外貿埠頭計画 

完成自動車等の外貿貨物を取り扱うため、公共埠頭を次のとおり計画する。 

（金城ふ頭） 

水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２６０ｍ ［新規計画］ Ｗ６４ 

埠頭用地  ２ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地）［新規計画］ 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２６０ｍ Ｗ６３ 

水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２６０ｍ Ｗ８４ 

埠頭用地  １６ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 

 

 

次の施設については、米穀類の外貿貨物を取り扱う他、旅客船埠頭として

クルーズ船にも対応する。 

水深１１．５ｍ 岸壁１バース 延長４３０ｍ [既設の変更計画] Ｗ５４ 

 

既設 

水深１０ｍ 岸壁３バース 延長６００ｍ Ｗ５４～Ｗ５６ 

 

当該地区の機能転換や埋立造成に伴い、次の既設の施設を廃止する。 

既設 

（空見ふ頭） 

水深５．５ｍ 岸壁１バース 延長３６０ｍ Ｗ７０ 

水深４．５ｍ 岸壁１バース 延長１２０ｍ Ｗ５１ 
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１－３ 南部地区 

（１）外内貿埠頭計画 

特殊品等の外貿貨物を取り扱うため、公共埠頭を次のとおり計画する。 

（横須賀ふ頭） 

水深７．５ｍ 岸壁１バース 延長１３０ｍ［既設の変更計画］ Ｗ６８ 

水深４．５ｍ 岸壁１バース 延長１８０ｍ［既設の変更計画］ Ｗ６９ 

埠頭用地   １ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地）［新規計画］ 

 

既設 

水深４．５ｍ 岸壁１バース 延長４２０ｍ Ｗ８６ 

 

公共埠頭計画の見直しに伴い、次の既設の施設を廃止する。 

既設 

水深４．５ｍ 岸壁１バース 延長１１０ｍ Ｗ８６ 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

（北浜ふ頭） 

水深１４ｍ  ドルフィン１バース Ｗ１０３ 

水深７．５ｍ 岸壁２バース 延長２６０ｍ Ｗ１０１、Ｗ１０２ 

埠頭用地   ６ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 
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１－４ 西部地区 

（１）外内貿コンテナ埠頭計画 

コンテナ貨物需要の増大とコンテナ船の大型化に対応するため、公共埠頭

を次のとおり計画する。 

（飛島ふ頭） 

水深１６ｍ 岸壁１バース 延長４００ｍ（コンテナ船用） 

[既定計画の変更計画] ＴＳ３ 

水深１５ｍ 岸壁２バース 延長７００ｍ（コンテナ船用） 

[既設の変更計画] Ｒ１、Ｒ２ 

水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２００ｍ（コンテナ船用） 

[既設の変更計画] Ｒ３ 

埠頭用地 ２８ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 

［既設の変更計画］ 

 

既定計画 

水深１６ｍ 岸壁１バース 延長２５０ｍ（コンテナ船用）ＴＳ３ 

埠頭用地 １４ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 

既設 

水深１２ｍ 岸壁３バース 延長９００ｍ（コンテナ船用）Ｒ１～Ｒ３ 

 

 

（鍋田ふ頭） 

水深１２ｍ 岸壁２バース 延長５００ｍ（コンテナ船用） 

[新規計画] Ｔ４、Ｔ５ 

埠頭用地 ４ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 

［既設の変更計画］ 
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（２）外貿埠頭計画 

産業機械等の外貿貨物を取り扱うとともに、船舶の大型化に対応するため、

公共埠頭を次のとおり計画する。 

（弥富ふ頭） 

水深１４ｍ 岸壁１バース 延長３４０ｍ[既定計画の変更計画] Ｗ８ 

水深１０ｍ 岸壁１バース 延長１７０ｍ[新規計画] Ｗ９ 

埠頭用地 １ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地）[新規計画] 

 

既定計画 

水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２４０ｍ Ｗ８ 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

（飛島ふ頭） 

水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２４０ｍ Ｗ１００ 
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２ フェリー埠頭計画 

２－１ 金城地区 

利用客の利便性向上のため、フェリー埠頭を次のとおり計画する。 

 

（金城ふ頭） 

水深８．５ｍ 岸壁１バース 延長２７０ｍ 

（うち船首尾係船岸４０ｍ）[既設の変更計画] Ｗ５６ 

  埠頭用地 １ｈａ（荷さばき施設用地）[新規計画] 

 

既設 

水深１０ｍ 岸壁２バース 延長４００ｍ Ｗ５６、Ｗ５７ 

 

フェリー埠頭計画に伴い、次の既設の施設を廃止する。 

既設 

水深１０ｍ 岸壁１バース 延長５０ｍ Ｗ５７ 

 

 

２－２ 内港地区 

フェリー埠頭計画の見直しに伴い、次の既定計画を削除する。 

既定計画 

（稲永ふ頭） 

水深８．５ｍ 岸壁２バース 延長５２０ｍ Ｗ２３、Ｗ２４ 
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３ 旅客船埠頭計画 

３－１ 内港地区 

クルーズ船の大型化に対応するため、旅客船埠頭を次のとおり計画する。 

（ガーデンふ頭） 

水深１０ｍ  岸壁１バース 延長２９０ｍ [既設の変更計画] Ｗ３ 

 

既設 

水深１０ｍ 岸壁１バース 延長２１０ｍ Ｗ３ 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

（中川運河） 

小型桟橋 １基 

（ガーデンふ頭） 

小型桟橋 １基 
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３－２ 金城地区 

クルーズ船の大型化に対応するため、旅客船埠頭を次のとおり計画する。

また、公共埠頭計画としても計画する。 

（金城ふ頭） 

水深１１．５ｍ 岸壁１バース 延長４３０ｍ 

[既設の変更計画] Ｗ５４ 

 

既設 

水深１０ｍ 岸壁３バース 延長６００ｍ Ｗ５４～Ｗ５６ 

 

旅客船埠頭計画に伴い、次の既設の施設を廃止する。 

既設 

水深１０ｍ 岸壁１バース 延長５０ｍ Ｗ５６ 

 

当該地区の旅客船埠頭計画の見直しに伴い、次の既定計画を削除する。 

既定計画 

水深１０ｍ 岸壁１バース 延長４００ｍ Ｗ５８ 
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４ 木材取扱施設計画 

４－１ 西部地区 

輸入木材を取り扱うため、木材取扱施設を次のとおり計画する。 

 

（飛島ふ頭） 

防波堤 延長４３０ｍ [新規計画] 

埠頭用地 ３ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地）[新規計画] 

 

（弥富ふ頭） 

水深１０ｍ 係船浮標 １基 [既定計画の変更計画] No.５２ 

 

既定計画 

水深１０ｍ 係船浮標 １基（撤去） No.５２ 

 

当該地区の埋立造成に伴い、次の既設の施設を撤去する。 

既設 

水深１０ｍ 係船浮標 ３基 No.５４、No.５８、No.５９ 

水深９ｍ   係船浮標 １基 No.５５ 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

水深１０ｍ 係船浮標 ３基（撤去） No.５０、No.５１、No.５７ 
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５ 専用埠頭計画 

５－１ 内港地区 

既定計画どおりとする。 

既定計画 

（大手ふ頭） 

水深６ｍ ドルフィン１バース  

（潮見ふ頭） 

水深６ｍ ドルフィン１バース  

 

 

５－２ 南部地区 

既定計画どおりとする。 

既定計画 

（東海元浜ふ頭） 

水深５ｍ   岸壁１バース 延長１４０ｍ 

（北浜ふ頭） 

水深１４ｍ  ドルフィン３バース  

（南浜ふ頭） 

水深１４ｍ  ドルフィン１バース  

（南５区） 

水深１４ｍ  ドルフィン１バース  

水深６．５ｍ ドルフィン１バース 

 

 

５－３ 西部地区  

立地企業の要請に伴い、次の既定計画を削除する。 

既定計画 

（弥富ふ頭） 

水深１０ｍ 岸壁１バース 延長１９７ｍ 
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６ 水域施設計画 

係留施設を含む埠頭の計画に対応して、航路、航路・泊地及び泊地を次の

とおり計画する。 

 

６－１ 航路 

（中航路） 

水深１４ｍ～１６ｍ 幅員４００ｍ［既設の変更計画］ 

 

既設 

航路 水深１２ｍ～１６ｍ 幅員３５０ｍ  

 

 

６－２ 航路・泊地 

金城地区 

（金城ふ頭） 

水深１２ｍ   面積２ｈａ  ［既設の変更計画］ 

水深１１．５ｍ 面積１３ｈａ ［既設の変更計画］ 

（空見ふ頭） 

水深５．５ｍ  面積５ｈａ  ［既設の変更計画］ 

 

既設 

（金城ふ頭） 

航路・泊地 水深１０ｍ  面積９ｈａ 

航路・泊地 水深１０ｍ  面積３２ｈａ 

（空見ふ頭） 

航路・泊地 水深７．５ｍ 面積５２ｈａ 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

（金城ふ頭） 

航路・泊地 水深１２ｍ 面積３１ｈａ 
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南部地区 

（横須賀ふ頭） 

水深７．５ｍ 面積４ｈａ [新規計画] 

水深７．５ｍ 面積４ｈａ [既設の変更計画] 

 

既設 

泊地 水深４．５ｍ 面積７ｈａ 
 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

（北浜ふ頭） 

航路・泊地 水深１４ｍ 面積９９ｈａ 

 

西部地区 
（飛島ふ頭） 

水深１６ｍ  面積１ｈａ [既設の変更計画] 
水深１５ｍ  面積４１ｈａ[既設の変更計画］ 
水深１４ｍ  面積１９ｈａ[既設の変更計画] 

（弥富ふ頭） 
水深１４ｍ  面積２ｈａ [新規計画] 
水深１４ｍ  面積１０ｈａ[既設の変更計画] 

（鍋田ふ頭） 
水深１２ｍ  面積１６ｈａ[新規計画] 
水深１２ｍ  面積２ｈａ [既設の変更計画] 

 
既設 
（飛島ふ頭） 
航路・泊地 水深１２ｍ 面積１４ｈａ 
航路・泊地 水深１２ｍ 面積５２ｈａ 
泊地    水深１２ｍ 面積２７ｈａ 

 泊地    水深１０ｍ 面積１１ｈａ 
（弥富ふ頭） 

泊地    水深５ｍ  面積４ｈａ 
（鍋田ふ頭） 
航路・泊地 水深１２ｍ 面積１０ｈａ 
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当該地区の埋立造成に伴い、次の既設の施設を廃止する。 

既設 

（飛島ふ頭） 

航路・泊地 水深１０ｍ 面積２５ｈａ 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

（飛島ふ頭） 

航路・泊地 水深１２ｍ 面積６９ｈａ  

 

 

６－３ 泊地 

内港地区 

（ガーデンふ頭） 

水深１０ｍ 面積１ｈａ［既設の変更計画］ 

 

既設 

航路・泊地 水深１０ｍ 面積３３９ｈａ  

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

（大手ふ頭） 

泊地 水深６ｍ   面積１ｈａ 

（昭和ふ頭） 

泊地 水深４．５ｍ 面積１ｈａ 
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金城地区 

（金城ふ頭） 

水深１２ｍ   面積 ２ｈａ［既定計画の変更計画］ 

水深１１．５ｍ 面積 ２ｈａ［既設の変更計画］ 

水深８．５ｍ  面積 １ｈａ［既設の変更計画］ 

 

既定計画 

航路・泊地 水深１２ｍ 面積３２ｈａ  

既設 

航路・泊地 水深１０ｍ 面積９ｈａ  

泊地    水深１０ｍ 面積４ｈａ  

 

公共埠頭の廃止に伴い、次の既定計画を削除する。 

既定計画 

（空見ふ頭） 

泊地 水深５．５ｍ 面積６ｈａ 

 

公共埠頭の廃止に伴い、次の既設の施設を廃止する。 

既設 

（空見ふ頭） 

泊地 水深５．５ｍ 面積１６ｈａ 

（金城ふ頭） 

泊地 水深７．５ｍ 面積５ｈａ 

（木場金岡ふ頭） 

泊地 水深６ｍ   面積４ｈａ 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

（金城ふ頭） 

泊地 水深１２ｍ 面積２ｈａ 

泊地 水深１２ｍ 面積１ｈａ 
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南部地区 

（横須賀ふ頭） 

水深７．５ｍ 面積１ｈａ［既設の変更計画］ 

 

既設 

泊地 水深４．５ｍ 面積７ｈａ  

 

公共埠頭の廃止に伴い、次の既設の施設を廃止する。 

既設 

泊地 水深４．５ｍ 面積２ｈａ 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

（北浜ふ頭） 

泊地 水深１４ｍ   面積３６ｈａ 

泊地 水深１４ｍ   面積２ｈａ 

泊地 水深１４ｍ   面積２ｈａ 

泊地 水深７．５ｍ 面積５ｈａ 

泊地 水深７．４ｍ 面積１ｈａ 

（南浜ふ頭） 

泊地 水深１４ｍ  面積７ｈａ 

（南５区） 

泊地 水深１４ｍ  面積９１ｈａ 

泊地 水深６．５ｍ 面積１ｈａ 
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西部地区 

（飛島ふ頭） 

水深１６ｍ 面積１ｈａ[既設の変更計画] 

水深１５ｍ 面積４ｈａ[既設の変更計画］ 

（弥富ふ頭） 

水深１４ｍ 面積１ｈａ[新規計画] 

水深１４ｍ 面積１ｈａ[既定計画の変更計画] 

水深１４ｍ 面積１ｈａ[既設の変更計画] 

水深１０ｍ 面積３ｈａ[新規計画] 

（鍋田ふ頭） 

水深１２ｍ 面積３ｈａ[新規計画] 

 

既設 

（飛島ふ頭） 

航路・泊地 水深１２ｍ 面積１４ｈａ 

泊地    水深１２ｍ 面積５ｈａ 

（弥富ふ頭） 

泊地    水深１２ｍ 面積３ｈａ 

既定計画 

（弥富ふ頭） 

泊地    水深１２ｍ 面積１ｈａ 

 

当該地区の埋立造成に伴い、次の既設の施設を廃止する。 

既設 

（飛島ふ頭） 

泊地 水深９ｍ  面積１８ｈａ 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

（飛島ふ頭） 

泊地 水深１２ｍ 面積２ｈａ 
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７ 小型船だまり計画 

７－１ 内港地区 

官公庁船、業務船を係留するため、小型船だまりを次のとおり計画する。 

（ガーデンふ頭） 

ガーデンふ頭船だまり 

泊地  水深４ｍ 面積４ｈａ  [新規計画] 

物揚場 水深４ｍ 延長５６４ｍ [新規計画] 

埠頭用地 １ｈａ        [新規計画] 

 

７－２ 金城地区 

タグボート、作業船を係留するため、小型船だまりを次のとおり計画する。 

（金城ふ頭） 

金城ふ頭南船だまり 

泊地  水深４．５ｍ 面積３ｈａ  [既設の変更計画] 

物揚場 水深４．５ｍ 延長３７０ｍ [既設の変更計画]  Ｗ６０、Ｗ６１ 

 

既設 

泊地 水深１０ｍ 面積９ｈａ  

水深１０ｍ 岸壁２バース 延長３７０ｍ Ｗ６０、Ｗ６１ 

 

当該地区の埋立造成に伴い、次の既設の施設を廃止する。 

既設 

防波堤 延長８０ｍ 

水深４．５ｍ 岸壁１バース 延長５５５ｍ 

 

次の施設については、位置の変更に伴い、既定計画を変更する。 

既定計画 

小型桟橋 １基 
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金城ふ頭北船だまり 

泊地  水深５．５ｍ 面積１２ｈａ [既定計画の変更計画] 

泊地  水深４ｍ   面積７ｈａ  [既設の変更計画] 

物揚場 水深４ｍ   延長４５０ｍ [既設の変更計画]  Ｗ７１ 

既定計画 

泊地 水深５．５ｍ 面積１９ｈａ 

既設 

泊地 水深５．５ｍ 面積９ｈａ 

水深５．５ｍ 岸壁１バース 延長４５０ｍ Ｗ７１ 

 

当該地区の埋立造成に伴い、次の既設の施設を廃止する。 

既設 

物揚場 水深３．５ｍ 延長５７３ｍ 

物揚場 水深３．５ｍ 延長６１７ｍ 

物揚場 水深３．５ｍ 延長５３８ｍ 

 

当該地区の埋立造成に伴い、次の既設の施設を移設する。 

既設 

小型桟橋 １基 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

防波堤      延長１６０ｍ 

物揚場 水深４ｍ 延長５００ｍ 
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７－３ 南部地区 

小型船だまりの防波堤計画見直しに伴い、次の既定計画を削除する。 

既定計画 

（南５区） 

 新舞子ボートパーク 

防波堤 延長３０ｍ 

 

７－４ 西部地区 

プレジャーボートを係留するため、小型船だまりを次のとおり計画する。 

（弥富ふ頭） 

弥富ボートパーク 

小型桟橋 ５基  [新規計画] 

埠頭用地 １ｈａ [新規計画] 

 

当該地区の埋立造成に伴い、次の既定計画を削除する。 

既定計画 

小型桟橋 ２基 
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８ 臨港交通施設計画 

各地区の埠頭計画に合わせて、港湾における交通の円滑化を図るため、臨

港交通施設を次のとおり計画する。 

 
８－１ 道路 

（金城ふ頭） 

臨港道路 メキシコ大通 ６車線 [既設の変更計画] 

 起点 臨港道路空見ふ頭内道路  終点 臨港道路南京大路 

 
臨港道路 金城ふ頭内道路  ４車線 [既設の変更計画] 

 起点 臨港道路潮凪線  終点 臨港道路メキシコ大通 

 
既設 

 臨港道路 メキシコ大通  ６車線  

  起点 金城橋   終点 臨港道路南京大路 

臨港道路 金城ふ頭内道路 ４車線 

  起点 金城西橋  終点 臨港道路メキシコ大通 

 
 

（飛島ふ頭） 

臨港道路 飛島弥富ふ頭線 ４車線 [新規計画] 

起点 臨港道路飛島ふ頭中央線  終点 臨港道路弥富ふ頭１号線 

 
臨港道路 臨港道路木場金岡ふ頭内道路 ６車線［既設の変更計画］ 

起点 県道７１号線 終点 臨港道路飛島ふ頭中央線 

 
臨港道路 飛島ふ頭中央線 ６車線 [既設の変更計画] 

 起点 臨港道路木場金岡ふ頭内道路 終点 飛島ふ頭 

 

既設 

臨港道路 臨港道路木場金岡ふ頭内道路 ６車線 

起点 県道７１号線 終点 桜木大橋 

臨港道路 飛島ふ頭中央線 ６車線 

  起点 桜木大橋  終点 飛島ふ頭 
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臨港道路 木場金岡ふ頭１号線 ４車線 [既設の変更計画]  

起点 国道３０２号 

終点 臨港道路飛島ふ頭１１号線 

 

臨港道路 飛島ふ頭１１号線 ４車線 [既設の変更計画]  

起点 臨港道路木場金岡ふ頭１号線 終点 飛島ふ頭 

 

既設 

臨港道路 木場金岡ふ頭１号線 ４車線  

起点 臨港道路木場金岡ふ頭６号西線 終点 第２桜木大橋  

臨港道路 飛島ふ頭１１号線 ４車線  

（区間Ａ）起点 第２桜木大橋 終点 臨港道路飛島ふ頭１６号線 

既定計画 

臨港道路 飛島ふ頭１１号線 ４車線  

（区間Ｂ）起点 臨港道路飛島ふ頭１６号線 終点 飛島ふ頭 

 
次の施設については、既定計画どおりとする。 

 

既定計画 

（ガーデンふ頭） 

 その他道路 市道運河東線 ２車線 

  起点 市道金城ふ頭線 終点 市道名古屋港線 

（北浜ふ頭） 

臨港道路 北浜ふ頭線 ４車線 

  起点 市道７０００５号線 終点 北浜ふ頭 

（鍋田ふ頭） 

 臨港道路 鍋田ふ頭線 ４車線 

  起点 鍋田干拓地 終点 鍋田ふ頭  

 

 

８－２ 鉄道 

臨港鉄道の延伸計画の見直しに伴い、次の既定計画を削除する。 

既定計画 

  （南浜ふ頭） 

    臨港鉄道 南港線 

     起点 北浜ふ頭  終点 南浜ふ頭 
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Ⅳ 港湾の環境の整備及び保全 

１ 自然的環境を保全する区域 

藤前干潟の特別保護地区（ラムサール条約登録湿地）において、人と自然

が共生する良好な港湾環境の形成を図るため、「自然的環境を保全する区域」

を次のとおり計画する。 

 

藤前干潟特別保護地区において「自然的環境を保全する区域」を定める。 

 

２ 廃棄物処理計画 

本港において発生の見込まれる浚渫土砂を埋立処分するため、海面処分用

地を次のとおり計画する。 

 

既定計画どおりとする。 

既定計画 

  （南５区） 

海面処分用地 １９８ｈａ  

（ポートアイランド） 

   海面処分用地  ７８ｈａ 
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３ 港湾環境整備施設計画 

良好な港湾環境の形成を図るため、港湾環境整備施設を次のとおり計画する。 

 

３－１ 内港地区 

既定計画どおりとする。 

既定計画 

（中川運河） 

緑地    １ｈａ 

その他緑地 １ｈａ 

（大江ふ頭） 

緑地    １ｈａ 

その他緑地 ９ｈａ 

（潮凪ふ頭） 

緑地    １ｈａ 

その他緑地 １ｈａ 

 

 

３－２ 金城地区  

（空見ふ頭） 

緑地 ３ｈａ [新規計画] 

 

当該地区の土地利用計画見直しに伴い、次の既設の施設を廃止する。 

既設 

緑地 ２ｈａ 
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３－３ 南部地区 

（北浜ふ頭） 

緑地 ３ｈａ [新規計画] 

 

（南浜ふ頭） 

緑地 ８ｈａ [新規計画] 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

（新宝ふ頭） 

海浜  延長５５０ｍ 

（北浜ふ頭） 

緑地     ６ｈａ 

 （南５区） 

    緑地    ４３ｈａ 

    海浜  延長２９０ｍ 

 

 

３－４ 西部地区  

（弥富ふ頭） 

緑地    ３ｈａ [新規計画] 

海浜 延長２６０ｍ [新規計画] 

 

次の施設については、既定計画どおりとする。 

既定計画 

（木場金岡ふ頭） 

 緑地     ７ｈａ 

 （弥富ふ頭） 

  緑地     １ｈａ 

 （鍋田ふ頭） 

  海浜  延長３５０ｍ 

  海浜  延長７００ｍ 
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Ⅴ 土地造成及び土地利用計画 

港湾施設の計画に対応すると伴に、多様な機能が調和し、連携する質の高

い港湾空間の形成を図るため、土地造成及び土地利用及び海浜計画を次のと

おり計画する。 

 

１ 土地造成計画 

  用途 

 

地区名 

埠頭 

用地 

港湾 

関連 

用地 

交流 

厚生 

用地 

工業 

用地 

都市 

機能 

用地 

交通 

機能 

用地 

危険物 

取扱施 

設用地 

緑地 

廃棄物 

処分施 

設用地 

海面 

処分 

用地 

公共 

用地 
合計 

内港地区        
（1） 

10 
   

（1） 

10 

金城地区 
(21) 

21 

(12) 

12 
   

(1) 

1 
     

(34) 

34 

南部地区 
(6) 

6 
  

(48) 

48 
 

(8) 

8 
 

(16) 

16 
 

(198) 

198 
 

(276) 

276 

西部地区 
(7) 

7 

(65) 

65 
   

(1) 

1 
 

(3) 

3 
   

(76) 

76 

ポートアイ

ランド地区 
         

(78) 

78 
 

(78) 

78 

合計 
(34) 

34 

(77) 

77 
 

(48) 

48 
 

(9) 

9 
 

(20) 

29 
 

(276) 

276 
 

(464) 

474 

注１）( )は、港 湾の開発 、利用及 び保全並 びに港湾 に隣接す る地域の 保全に、特 に

密 接に関連 する土地 利用計画 で内数で ある。  
注２）端 数整理の ため、内 訳の和は 必ずしも 合計とは ならない 。  
 

 

 

 

（単位：ｈａ） 
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２ 土地利用計画 

 用途 

 

地区名 

埠頭 

用地 

港湾 

関連 

用地 

交流 

厚生 

用地 

工業 

用地 

都市 

機能 

用地 

交通 

機能 

用地 

危険物 

取扱施 

設用地 

緑地 

廃棄物 

処分施 

設用地 

海面 

処分 

用地 

公共 

用地 
合計 

内港地区 
(81) 

81 

(149) 

149 

(11) 

11 

(204) 

204 

 

14 

(18) 

43 

(155) 

155 

(40) 

51 

 

 
  

(658) 

708 

金城地区 
(128) 

128 

(105) 

105 

(51) 

51 

(74) 

74 
 

(25) 

29 
 

(6) 

6 
   

(390) 

394 

南部地区 
(12) 

12 

(118) 

118 
 

(1666) 

1666 
 

(20) 

47 

(77) 

77 

(112) 

112 
 

(198) 

198 
 

(2203) 

2230 

西部地区 
(303) 

303 

(471) 

471 
 

(416) 

416 
 

(83) 

104 
 

(142) 

142 
   

(1416) 

1437 

ポートアイ

ランド地区 
         

(78) 

78 

(302) 

302 

(379) 

379 

合計 
(523) 

523 

(843) 

843 

(62) 

62 

(2360) 

2360 

 

14 

(147) 

223 

(232) 

232 

(301) 

312 
 

(276) 

276 

(302) 

302 

(5046) 

5147 

注１）( )は、港 湾の開発 、利用及 び保全並 びに港湾 に隣接す る地域の 保全に、特 に

密 接に関連 する土地 利用計画 で内数で ある。  
注２）端 数整理の ため、内 訳の和は 必ずしも 合計とは ならない 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：ｈａ） 
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３ 海浜計画 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１）( )は、港 湾の開発 、利用及 び保全並 びに港湾 に隣接す る地域の 保全に、特 に

密 接に関連 する土地 利用計画 で内数で ある。  
注２）端 数整理の ため、内 訳の和は 必ずしも 合計とは ならない 。  

 

既定計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区名 海 浜 

南部地区 
（８４０） 

８４０ 

西部地区 
（１,３１０） 

１,３１０ 

合計 
（２,１５０） 

２,１５０ 

地区名 海 浜 

南部地区 
（８４０） 

８４０ 

西部地区 
（１,０５０） 

１,０５０ 

合計 
（１，８９０） 

１，８９０ 

(単位：ｍ) 

(単位：ｍ) 
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Ⅵ 港湾の効率的な運営に関する事項 

１ 効率的な運営を特に促進する区域 

コンテナ船及びフェリーによって輸送される貨物等を取り扱う以下の埠頭

について、民の視点を導入した効率的な運営を図ることを目的に、効率的な

運営を特に促進する区域を計画する。（法第４３条の１１第１項の規定に基づ

く港湾運営会社によるものを含む。） 

 
１－１ 金城地区 

（金城ふ頭） 

水深８．５ｍ 岸壁１バース 延長２７０ｍ（うち船首尾係船岸４０ｍ） 

（フェリー用） [既設の変更計画] Ｗ５６ 

埠頭用地 ４ｈａ（旅客施設用地、荷さばき施設用地及び保管施設地） 

[既設の変更計画] 

 
 
 １－２ 西部地区 

（飛島ふ頭） 

水深１０～１２ｍ 岸壁３バース 延長６２０ｍ（コンテナ船用） 

[既設] Ｗ９０～Ｗ９２ 

水深１２ｍ    岸壁１バース 延長２００ｍ（コンテナ船用） 

[既設の変更計画] Ｒ３ 

水深１５ｍ    岸壁２バース 延長７００ｍ（コンテナ船用） 

[既設の変更計画] Ｒ１、Ｒ２ 

水深１５ｍ    岸壁２バース 延長７００ｍ（コンテナ船用） 

[既設] Ｗ９３、Ｗ９４ 

水深１６ｍ    岸壁２バース 延長８００ｍ（コンテナ船用） 

[既設] ＴＳ１、ＴＳ２ 

水深１６ｍ    岸壁１バース 延長４００ｍ（コンテナ船用） 

[既定計画の変更計画] ＴＳ３ 

埠頭用地 １３７ha（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 

[既定計画の変更計画] 
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（鍋田ふ頭） 

水深１４ｍ    岸壁２バース 延長７００ｍ（コンテナ船用） 

[既設] Ｔ１、Ｔ２ 

水深１２ｍ    岸壁１バース 延長２５０ｍ（コンテナ船用） 

[既設] Ｔ３ 

水深１２ｍ    岸壁２バース 延長５００ｍ（コンテナ船用） 

[新規計画] Ｔ４、Ｔ５ 

埠頭用地 ７９ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 

    [既定計画の変更計画] 

 

２ 臨海部物流拠点の形成を図る区域 

産業構造の変化、港湾物流の高度化・多様化に対応した国際物流拠点を形

成するために、以下の区域において、臨海部物流拠点の形成を図るように措

置することを計画する。 

 

 ２－１ 西部地区 

国際海上コンテナ輸送等に係る貨物の輸送、保管、荷さばき及び流通加工

等に係る業務を行う施設を集積し、埠頭と一体的に、埠頭の機能の一層の強

化を図る区域を西部地区に配置する。 

 
水深１０～１２ｍ 岸壁３バース 延長６２０ｍ [既設] Ｗ９０～Ｗ９２ 

水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２００ｍ [既設の変更計画] Ｒ３ 

水深１５ｍ 岸壁２バース 延長７００ｍ [既設の変更計画] Ｒ１、Ｒ２ 

水深１５ｍ 岸壁２バース 延長７００ｍ [既設] Ｗ９３、Ｗ９４ 

水深１６ｍ 岸壁２バース 延長８００ｍ [既設] ＴＳ１、ＴＳ２ 

水深１６ｍ 岸壁１バース 延長４００ｍ  [既定計画の変更計画] ＴＳ３ 

埠頭用地   １３７ｈａ [既定計画の変更計画] 

港湾関連用地 ２３１ｈａ [既定計画の変更計画] 

交通機能用地 ２５ｈａ  [既定計画の変更計画] 
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Ⅶ その他重要事項 

１ 国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点として機能するた

めに必要な施設 

今回新規に計画する施設及び既に計画されている施設のうち、国際海上輸

送網又は国内海上輸送網の拠点として機能するために必要な施設は次のとお

りである。 

１－１ 国際海上輸送網の拠点として機能するために必要な施設 

金城地区 

（金城ふ頭） 

水深１２ｍ 岸壁 1 バース 延長２６０ｍ [新規計画] Ｗ６４ 

水深１２ｍ 岸壁 1 バース 延長２６０ｍ [既定計画] Ｗ６３ 

水深１２ｍ 岸壁 1 バース 延長２６０ｍ [既定計画] Ｗ８４ 

航路・泊地 水深１２ｍ  面積２ｈａ  [既設の変更計画] 

 水深１２ｍ  面積３１ｈａ [既定計画] 

泊地    水深１２ｍ  面積２ｈａ  [既定計画の変更計画] 

        水深１２ｍ  面積２ｈａ  [既定計画] 

        水深１２ｍ  面積１ｈａ  [既定計画] 

 

 南部地区 

 （北浜ふ頭） 

  水深１４ｍ ドルフィン１バース     [既定計画] Ｗ１０３ 

航路・泊地 水深１４ｍ  面積９９ｈａ [既定計画]  

泊地    水深１４ｍ  面積２ｈａ  [既定計画] 
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西部地区 

(飛島ふ頭) 

水深１６ｍ 岸壁１バース 延長４００ｍ（コンテナ船用） 

[既定計画の変更計画］ ＴＳ３ 

水深１５ｍ 岸壁２バース 延長７００ｍ（コンテナ船用） 

  [既設の変更計画］ Ｒ１、Ｒ２ 

  水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２４０ｍ  [既定計画] Ｗ１００ 

 

航路・泊地 水深１６ｍ 面積１ｈａ   [既設の変更計画] 

水深１５ｍ 面積４１ｈａ  [既設の変更計画] 

水深１４ｍ 面積１９ｈａ  [既設の変更計画] 

泊地    水深１６ｍ 面積１ｈａ   [既設の変更計画] 

      水深１５ｍ 面積４ｈａ   [既設の変更計画] 

      水深１２ｍ 面積２ｈａ   [既定計画] 

（弥富ふ頭） 

水深１４ｍ 岸壁１バース 延長３４０ｍ  [既定計画の変更計画] Ｗ８ 

航路・泊地 水深１４ｍ 面積１０ｈａ  [既設の変更計画] 

 水深１４ｍ 面積２ｈａ   [新規計画] 

泊地    水深１４ｍ 面積１ｈａ   [新規計画] 

    水深１４ｍ 面積１ｈａ   [既定計画の変更計画] 

    水深１４ｍ 面積１ｈａ   [既設の変更計画] 

（鍋田ふ頭） 

水深１２ｍ 岸壁２バース 延長５００ｍ（コンテナ船用） 

[新規計画］ Ｔ４、Ｔ５ 

航路・泊地 水深１２ｍ 面積１６ｈａ  [新規計画] 

水深１２ｍ 面積２ｈａ   [既設の変更計画] 

泊地    水深１２ｍ 面積３ｈａ   [新規計画] 

 

（中航路） 

水深１４ｍ～１６ｍ 幅員４００ｍ［既設の変更計画］ 

 

１－２ 国内海上輸送網の拠点として機能するために必要な施設 

金城地区 

(金城ふ頭) 

水深８．５ｍ 岸壁１バース 延長２７０ｍ（うち船首尾係船岸４０ｍ） 

 (フェリー用) [既設の変更計画] Ｗ５６ 
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２ 大規模地震対策施設計画 

２－１ 緊急物資輸送の拠点として機能するために必要な施設 

今回新規に計画する施設及び既に計画されている施設のうち、以下の施設

について、大規模地震が発生した場合に必要な緊急物資等の輸送機能を確保

するため、大規模地震対策施設として計画する。 

内港地区 

大規模地震対策施設計画の見直しに伴い、次の既定計画を削除する。 

既定計画 

（ガーデンふ頭） 

  水深１０ｍ  岸壁１バース 延長１８５ｍ Ｗ２ 

（稲永ふ頭） 

  水深８．５ｍ 岸壁２バース 延長５２０ｍ  

Ｗ２３、Ｗ２４（フェリー用） 

 
金城地区 

（金城ふ頭） 

水深８．５ｍ 岸壁１バース 延長２７０ｍ 

（うち船首尾係船岸４０ｍ）［既設の変更計画］ Ｗ５６ 

埠頭用地 １ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地）［新規計画］ 

 
   

水深 １２ｍ 岸壁１バース 延長２６０ｍ [既定計画] Ｗ６３ 

埠頭用地 ２ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地）[既定計画] 

臨港道路 メキシコ大通［既設］ 

 起点 臨港道路空見ふ頭内道路 終点 臨港道路南京大路 

臨港道路 空見ふ頭内道路［既設］ 

 起点 市道金城埠頭線 終点 臨港道路メキシコ大通 
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南部地区 

（横須賀ふ頭） 

 水深７．５ｍ 岸壁１バース 延長１３０ｍ［既設の変更計画］ Ｗ６８ 

埠頭用地 １ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地）［新規計画］ 

 
（北浜ふ頭） 

 水深７．５ｍ 岸壁１バース 延長１３０ｍ［既定計画］ Ｗ１０１ 

埠頭用地 １ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地）［既定計画］ 

臨港道路 北浜ふ頭線［既定計画］ 

 起点 市道７０００５号線 終点 北浜ふ頭 

 

西部地区 

（弥富ふ頭） 

水深１０ｍ  岸壁１バース 延長１７０ｍ［新規計画］ Ｗ９ 

埠頭用地 １ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地）［新規計画］ 

臨港道路 楠東線［既設］ 

 起点 県道７１号線 終点 弥富ふ頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

- 40 - 

 

２－２ 幹線貨物輸送の拠点として機能するために必要な施設 

今回新規に計画する施設及び既に計画されている施設のうち、以下の施設

について、大規模地震が発生した場合に必要な国際海上コンテナ物流機能及

び国際物流機能を維持するため、大規模地震対策施設として計画する。 

 
南部地区 

（北浜ふ頭） 

  水深１４ｍ ドルフィン１バース [既定計画] Ｗ１０３ 

埠頭用地 ２ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地）[既定計画] 

臨港道路 北浜ふ頭線 [既定計画] 

 起点 市道７０００５号線  終点 北浜ふ頭 

 

大規模地震対策施設計画の見直しに伴い、次の既定計画を削除する。 

既定計画 

  水深７．５ｍ 岸壁２バース 延長２６０ｍ Ｗ１０１、Ｗ１０２ 
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西部地区 

（飛島ふ頭） 

水深１６ｍ 岸壁１バース 延長４００ｍ 

（コンテナ船用）［既定計画の変更計画］ ＴＳ３ 

埠頭用地 ２２ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 

［既定計画の変更計画］ 

臨港道路 臨港道路木場金岡ふ頭内道路［既設の変更計画］ 

起点 県道７１号線 終点 飛島ふ頭中央線 

臨港道路 飛島ふ頭中央線［既設の変更計画］ 

起点 臨港道路木場金岡ふ頭内道路 終点 飛島ふ頭 

 
 

水深１５ｍ 岸壁２バース 延長７００ｍ 

（コンテナ船用）［既設の変更計画］ Ｒ１、Ｒ２ 

埠頭用地 ２５ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 

［既定計画の変更計画］ 

臨港道路 臨港道路木場金岡ふ頭内道路［既設の変更計画］ 

起点 県道７１号線 終点 飛島ふ頭中央線 

臨港道路 飛島ふ頭中央線［既設の変更計画］ 

起点 臨港道路木場金岡ふ頭内道路 終点 臨港道路飛島ふ頭１１号Ａ線 

臨港道路 飛島ふ頭１１号Ａ線［既設］ 

起点 臨港道路飛島ふ頭中央線 終点 臨港道路飛島ふ頭１０号線 

臨港道路 飛島ふ頭１０号線［既設］ 

起点 臨港道路飛島ふ頭１１号Ａ線 終点 飛島ふ頭 

 
 
 （鍋田ふ頭） 

水深１２ｍ 岸壁２バース 延長５００ｍ 

（コンテナ船用）［新規計画］ Ｔ４、Ｔ５ 

埠頭用地 ２５ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地） 

［既定計画の変更計画］ 

臨港道路 弥富ふ頭１号線［既設］ 

 起点 県道７１号線 終点 富浜大橋 

臨港道路 鍋田ふ頭内道路［既設］ 

 起点 富浜大橋 終点 臨港道路鍋田ふ頭進入道路 

臨港道路 鍋田ふ頭進入道路［既設］ 

起点 臨港道路鍋田ふ頭内道路 終点 鍋田ふ頭  
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３ 港湾施設の利用 

３－１ 物資補給等のための施設 

貨物船、作業船、官公庁船の待機及び物資補給の用に対応するため、既存

施設を有効に活用し、物資補給等のための施設を次のとおり計画する。 

内港地区 

（大手ふ頭） 

水深７．５ｍ 岸壁２バース 延長２６０ｍ [既設] Ｗ１１、Ｗ１２ 

 

金城地区 

（金城ふ頭） 

 水深１０ｍ  岸壁２バース 延長４００ｍ [既設] Ｗ５８、Ｗ５９ 

 

 

 

４ その他港湾の開発、利用及び保全に関する事項 

４－１ 開発空間の留保 

ポートアイランド地区のうち、名古屋港高潮防波堤（中央堤）の内側及び

外側の一部は、将来の大水深岸壁及び埠頭用地等のための開発空間として留

保する。 

 

４－２ 廃棄物処理への対応 

廃棄物の処分用地を確保するため、今回計画における金城地区の１６ｈａ、

西部地区の７２ｈａの土地造成において、浚渫土砂７００万ｍ3 の廃棄物処

理を新たに計画する。 
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４－３ 穀物の安定的かつ安価な輸入の実現に向けた対応 

南部地区北浜ふ頭において、穀物の安定的かつ安価な輸入を実現するため、

国際バルク戦略港湾として、パナマ運河の拡張に伴い想定される船舶の大型

化に対応した係留施設の確保、航路等の増深について、引き続き早期の具体

化を目指す。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ○この印刷物は、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に基づく基本方針の 

判断の基準を満たす紙を使用しています。 

○リサイクル適性の表示 

 この印刷物は、Ａランクの資材のみを使用しており、印刷用の紙にリサイクルできます。 


